
東京神学大学神学部神学科 

学位授与方針および教育課程編成方針 

 

 

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） 

 

 本学部では、所定の単位を修得し、以下のような基準を満たしている学生に学士（神学）の学位

が授与されます。 

１．伝道者となる最終的な学びと訓練の場としての修士課程（博士前期課程）に進学しうる確固と

した召命感を身に付けている。 

２．神学の学びの意義を主体的に把握している。 

３．伝道者となる上での最低限の神学の知識および語学力を身に付けている。 

４．諸学問分野における最新の知識を、キリスト教信仰の視点から理解し、身に付けている。 

５．教会実習の経験を通し、伝道者が現実に直面する諸課題・諸要求を理解している。 

 

 

教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー） 

 

 本学部のカリキュラムは、キリスト教信仰および聖書についての初歩的な知識の修得、並びに諸

学問分野の最新の知識および現代語（英語およびドイツ語）の修得から始まります。 

 この基礎を踏まえて旧約聖書神学・新約聖書神学・組織神学・歴史神学・実践神学の各分野にお

ける基礎的な知識を徹底的に学びます。最終学年において希望の専門分野において卒業論文を作成

し、主体的な学習態度を身に付けます。 

 これらの学習と教会実習の経験を通じて、本学が目標とする修士課程（博士前期課程）に進学す

るための十分な準備をします。 

  



東京神学大学大学院神学研究科博士課程前期課程 

学位授与方針および教育課程編成方針 

 

 

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） 

 

 本課程では、強いリーダーシップを持った伝道者に欠かせない「主体的に神学する」能力を十分

に身に付けること、その上で、伝道者が現実に直面する諸課題・諸要求に、多様な協力関係の中で

的確に対応する能力を養うこと、教会やキリスト教学校等への赴任に向けた召命感が一層確立する

ことが求められます。 

 そのために、本課程に２年（４学期）以上にわたって在学して、所定の単位（原則として 44 単

位）を優れた成績（全科目の成績評価点平均（GPA）及び専攻科目の GPA がいずれも 2.0 以上）

で修得し、修士論文についても合格を認められた学生は、上記の能力を身に付けたと見做され、修

士（神学）の学位が授与されます。 

 

 

教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー） 

 

 本課程においては、学生は聖書神学専攻または組織神学専攻のどちらかに所属します。その上で

専攻科目 20単位、専攻外科目 10単位を履修します。これにより、より高度で専門的な神学的知識

を身に付けると同時に、主体的な学習能力を高めます。 

 修士論文作成はそれぞれに希望の指導教授の下で 1年次の後期から本格的に開始され、2年次の

前期末に提出します。 

 修士論文を提出した者は、2年次後期に実践神学研修課程の学びをし、実践に関わる極めて具体

的な諸課題・諸問題についての取り組み方を学びます。 

  



東京神学大学大学院神学研究科博士課程後期課程 

学位授与方針および教育課程編成方針 

 

 

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） 

 

 本課程では、自立した研究活動により神学における国内外の学界への学問的貢献ができるレヴェ

ルの専門的学識を修得すること、また、高等教育機関において研究者・教育者として継続的に研究

業績を出すことのできる能力を身に付けることが求められます。 

 そのために、本課程に３年（６学期）以上にわたって在学して①所定の単位（16 単位）を修得

し、②外国語学力認定試験に合格し（85点以上）、③学術小論文１本を学術誌に発表し、④３科目

にわたる論文提出資格認定試験に合格した（85 点以上）とき、博士論文の提出資格が与えられま

す。さらに指導教授の指導の下で論文を完成・提出し、審査委員会による審査（口述試験を含む）

に合格（80点以上）すると、博士（神学）の学位が授与されます。 

 

 

教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー） 

 

 本課程においては、学生は聖書神学専攻または組織神学専攻のどちらかに所属します。その上で、

専攻科目 12単位、専攻外科目 4 単位を履修します。これにより、後期課程レヴェルの神学的知識

を身に付けると同時に、論文作成に必要な学問的能力を獲得していきます。 

 論文提出に備え、指導教授による指導計画書（年度初め）と学生による研究報告（年度末）を踏

まえながら、論文を準備します。併せて、論文提出資格取得のための諸条件を満たしていきます。 

 


